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眼 鏡 卸 売  

 

 輸 入 品 の 増 加 に よ る 価 格 の 下 落 に よ り 、 業 況 は 厳 し

さ が 続 い て い る も の の 、 価 格 、 販 売 額 と も に 下 げ 止 ま

り 感 が あ る 。  

 今 後 も 、 目 立 っ た 価 格 の 上 昇 や 需 要 の 増 加 が 見 込 め

る わ け で は な く 、 厳 し さ は 続 く と 予 想 さ れ る 。 眼 鏡 の

フ ァ ッ シ ョ ン 化 や 消 費 者 ニ ー ズ が 多 様 化 し て い る 環

境 に あ わ せ て 、よ り 一 層 、売 れ 筋 商 品 を 的 確 に 把 握 し 、

小 売 店 に 提 案 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

 業 界 概 要  

 眼 鏡 卸 売 業 は 、 レ ン ズ や フ レ ー ム だ け で な く 、 サ ン

グ ラ ス 、 ル ー ペ 、 望 遠 鏡 、 双 眼 鏡 、 眼 鏡 機 器 類 な ど を

扱 っ て い る 。 こ の う ち 、 一 般 的 な 眼 鏡 製 品 の 流 通 の 特

徴 は 、 製 品 を 構 成 す る フ レ ー ム と レ ン ズ が そ れ ぞ れ

別 々 に 流 通 し 、 小 売 店 頭 で 検 眼 、 調 整 、 加 工 さ れ て 、

初 め て 商 品 と な る こ と で あ る 。  

 わ が 国 の 眼 鏡 産 業 は 江 戸 時 代 中 期 頃 に 生 成 し 、 福 井

県 を は じ め 東 京 都 や 大 阪 府 な ど に 広 く 分 散 立 地 し て い

る 。 大 阪 の 眼 鏡 卸 売 業 者 は 、 大 阪 市 生 野 区 （ 田 島 ） や

岸 和 田 市 （ 下 松 ） な ど の 産 地 が 存 在 す る と い う 立 地 上

の メ リ ッ ト を 生 か し 、 主 に 大 衆 向 け の 商 品 を 全 国 の 専

門 店 に 販 売 す る と い う 商 社 的 な 機 能 を 果 た し な が ら 成

長 を 遂 げ て き た 。  

 眼 鏡 卸 売 業 の 販 売 先 で あ る 従 来 か ら の 眼 鏡 小 売 専 門

店 は 、 検 眼 、 加 工 に 技 術 を 有 し 、 高 い マ ー ジ ン を 確 保

し て い た 。し か し 、昭 和 5 0 年 代 に 、大 型 量 販 店（ チ ェ

ー ン 店 を 含 む ） が 現 れ 、 小 売 市 場 で の 競 争 の 激 化 に よ

っ て 眼 鏡 小 売 専 門 店 の 数 が 減 少 し た 。 量 販 店 で は 卸 売
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業 を 通 さ ず メ ー カ ー か ら 直 接 購 入 す る 、 い わ ゆ る 「 中

抜 き 」が 行 わ れ た 。さ ら に 、平 成 1 3 年 頃 、輸 入 品 を 使

い 、店 頭 商 品（ フ レ ー ム と レ ン ズ 合 計 ）の 価 格 が 原 則 、

５ 、 ７ 、 ９ 千 円 と い う 固 定 価 格 で 販 売 す る 新 し い 業 態

の 小 売 店 （ ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ ） が 参 入 し 、 価 格

競 争 が 一 層 激 化 し た 。 こ の 結 果 、 卸 売 業 は 、 そ の 取 扱

数 量 、 金 額 と も に 大 き く 減 少 さ せ 、 地 位 の 低 下 に 拍 車

が か か る こ と に な っ た 。  

 大 阪 の 地 位  

 大 阪 の 眼 鏡 卸 売 業 の 事 業 所 数 を 大 阪 眼 鏡 卸 協 同 組 合

の 組 合 員 数 で み る と 、 3 7 社 と な っ て い る 。 昭 和 5 8 年

に は 組 合 員 数 が 6 7 社 で あ っ た が 、 約 2 0 年 で 半 数 近 く

減 少 し た こ と に な る 。 こ れ は 業 績 の 悪 化 に よ り 倒 産 や

廃 業 し た ケ ー ス が 多 い 。 眼 鏡 卸 組 合 を 組 織 し て い る 地

域 は 、 大 阪 以 外 に 東 京 、 名 古 屋 、 福 井 が あ る が 、 ど の

地 域 で も 組 合 員 数 が 減 少 し て い る 。  

 販 売 は 低 調 で あ る が 下 げ 止 ま り 感 も  

 眼 鏡 の 卸 売 段 階 で の 販 売 額 は 統 計 が 存 在 し な い た め 、

直 接 知 る こ と は で き な い が 、小 売 段 階 で の 時 計・眼 鏡・

光 学 機 器 の 販 売 額 は 、 平 成 1 6 年 が 7 7 1 億 円 で 1 4 年 の

8 1 3 億 円 と 比 較 す る と 、5 . 2％ 減 少 し て い る（ 大 阪 府 統

計 課 『 大 阪 の 商 業 』）。  

 １ 世 帯 あ た り の 眼 鏡 消 費 額 は 1 1 年 か ら 1 4 年 ま で 減

少 が 続 い て い た が 、1 5 年 に な っ て 増 加 に 転 じ 、1 6 年 に

は 再 び 減 少 し て い る 。（総 務 省『 家 計 調 査 年 報 』、1 6 年 、

全 世 帯 ）。  

 ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 眼 鏡 卸 売 業 の 販 売 額 は 低 迷 し

て い る 。 地 域 別 で み る と 、 東 京 で 回 復 傾 向 に あ る も の

の 、 大 阪 で は 景 気 回 復 の 恩 恵 を 受 け て い る 実 感 は 卸 売

業 に は な い 。 し か し 、 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ が 誕 生
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し た 頃 に 比 べ る と 、 下 げ 止 ま り 感 が 出 て い る 。  

 輸 入 品 の 増 加 に よ る 影 響  

 眼 鏡 製 品 の 国 内 生 産 は 輸 入 の 増 加 に お さ れ て 減 少 し

て い る 。特 に 中 国 か ら の 輸 入 が 伸 び て お り 、1 7 年 に は

フ レ ー ム・部 分 品 の 輸 入 の 約 6 2％ が 中 国 か ら と な っ て

い る （ 経 済 産 業 省 『 工 業 統 計 表 （ 産 業 編 ）』、 従 業 者 ４

人 以 上 、 財 務 省 『 貿 易 統 計 』）。  

 中 国 か ら の 低 価 格 製 品 の 輸 入 の 増 加 に よ り 、 国 内 の

眼 鏡 市 場 は 大 き な 打 撃 を 受 け て い る 。 福 井 の 産 地 に お

い て 眼 鏡 フ レ ー ム の 生 産 が 減 少 し 、 将 来 の 見 通 し が 立

た な い メ ー カ ー も 出 て き た 。 日 本 製 は 高 品 質 で あ る も

の の 、 低 価 格 の 輸 入 品 の 増 加 に よ り 国 内 生 産 は 打 撃 を

受 け て い る 。  

 消 費 者 物 価 指 数 の 動 き を み る と 、1 5 年 ま で 価 格 の 下

落 が 続 い て い た が 、 1 5 年 か ら 1 6 年 に か け て や や 上 昇

に 転 じ て い る（ 総 務 省『 消 費 者 物 価 指 数 年 報 』、1 6 年 ）。

昭 和 5 0 年 代 に は 大 型 量 販 店 の 台 頭 に よ る 競 争 の 激 化

か ら 、 単 価 の 下 落 が 進 ん だ が 、 バ ブ ル 崩 壊 後 は 景 気 の

低 迷 の 中 で 価 格 競 争 に 突 入 し た た め 、 よ り 一 層 価 格 の

下 落 が 進 ん で い る 。 た だ 、 ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 価 格

水 準 は 底 ま で 達 し て お り 、下 げ 止 ま り 感 が う か が え る 。 

 ま た 、輸 入 品 の 増 加 は 市 場 規 模 の 縮 小 を 招 い て い る 。

眼 鏡 の 買 い 替 え サ イ ク ル は お お む ね ３ 年 に １ 度 と 、 回

転 率 が 悪 く 、 輸 入 品 の 増 加 に よ っ て 価 格 が 下 落 し て も

需 要 は 増 加 せ ず 、 市 場 規 模 の 縮 小 を 招 い て い る 。  

 フ ァ ッ シ ョ ン 化 の 動 き も  

 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ が 現 れ 、 低 価 格 化 し た こ と

で 若 年 層 は 、 眼 鏡 を 医 療 器 具 と と ら え る だ け で な く 、

フ ァ ッ シ ョ ン の 一 部 と し て と ら え る よ う に な っ て き て

い る 。 ス リ ー プ ラ イ ス シ ョ ッ プ の 出 現 だ け で な く 、 最
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近 に な っ て マ ス コ ミ の 影 響 も 眼 鏡 の フ ァ ッ シ ョ ン 化 を

促 進 し て い る 。 こ れ ま で 、 若 年 層 で は コ ン タ ク ト レ ン

ズ が 主 流 で あ っ た が 、 眼 鏡 の フ ァ ッ シ ョ ン 化 の 動 き に

よ っ て 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ と 眼 鏡 を 両 方 所 有 し た り 、

コ ン タ ク ト レ ン ズ を 眼 鏡 に 替 え た り す る 消 費 者 が 出 て

き て い る 。  

 フ ァ ッ シ ョ ン 化 の 動 き に よ っ て 、 従 来 か ら の 眼 鏡 小

売 専 門 店 に お い て も 、 消 費 者 は 個 性 的 な 眼 鏡 を 求 め る

よ う に な っ て き て い る 。 し か し 、 今 の と こ ろ 小 売 段 階

で 目 立 っ た 業 績 向 上 に 結 び つ い て い な い た め 、 卸 売 業

の 業 績 向 上 に ま で は 至 っ て い な い 。  

 収 益 は 厳 し い  

 価 格 の 下 落 と 需 要 の 低 迷 に よ り 売 上 げ の 増 加 が 望 め

な い な か で 、 各 企 業 は 人 件 費 の 削 減 を 中 心 に リ ス ト ラ

を 行 っ て き た 。 し か し 、 大 き な 設 備 を 必 要 と し な い 卸

売 業 で は 、 人 件 費 以 外 に 削 減 す る 余 地 が な く 、 コ ス ト

削 減 も 限 界 が あ る 。  

 ま た 、 眼 鏡 の フ ァ ッ シ ョ ン 化 の 影 響 で 消 費 者 の ニ ー

ズ が 多 様 化 し 、 多 品 種 少 量 の 品 揃 え を し な け れ ば な ら

ず 、 卸 売 業 は つ ね に 在 庫 リ ス ク を 抱 え て お り 、 コ ス ト

の 増 加 を 招 い て い る 。  

 リ ス ト ラ が 限 界 に き て い る こ と と 在 庫 リ ス ク を 抱 え

て い る よ う な 状 況 で 、 目 立 っ た 売 上 げ の 増 加 が 期 待 で

き な い な か で 、 収 益 の 厳 し さ が 続 く と 予 想 さ れ る 。  

 卸 機 能 の 見 直 し の 動 き  

 こ の よ う な 厳 し い 状 況 の も と で 、 卸 機 能 が 見 直 さ れ

つ つ あ る 。 眼 鏡 の フ ァ ッ シ ョ ン 化 や ニ ー ズ の 多 様 化 に

よ っ て 、 個 性 的 な 眼 鏡 を 求 め る 消 費 者 が 増 え て お り 、

売 れ 筋 商 品 を 小 売 店 頭 に 並 べ る た め に 卸 が 保 有 す る 品

揃 え 機 能 が 必 要 と さ れ つ つ あ る 。 こ の た め 、 こ れ ま で



 5

卸 の 主 な 販 路 で あ っ た 眼 鏡 専 門 店 だ け で な く 、 大 手 量

販 店 で も 卸 を 通 す 動 き が み ら れ る 。  

 売 上 げ 増 に 向 け た 取 組  

 業 績 を 回 復 さ せ る た め に 、 卸 売 業 で は さ ま ざ ま な 取

組 が な さ れ て い る 。 小 売 店 と の 関 係 で は 、 営 業 の 強 化

だ け で な く 、 小 売 店 で の 接 客 技 術 や 加 工 技 術 の 向 上 の

た め の 支 援 を 行 っ て い る 企 業 が あ る 。 メ ー カ ー と の 関

係 で は 、 商 品 開 発 や 自 社 ブ ラ ン ド の 保 有 と い っ た 動 き

が み ら れ る 。  

 ま た 、 大 阪 で は 、 業 界 組 合 が 中 心 と な っ て 小 売 業 者

を 対 象 と し た 眼 鏡 の 展 示 会 を 年 ２ 回 開 催 し て い る 。 展

示 会 で は 小 売 業 者 の 入 場 が 増 加 し 、 業 績 向 上 に つ な が

り つ つ あ る 。  

 今 後 の 見 通 し  

 今 後 、 目 立 っ た 価 格 の 上 昇 や 需 要 の 増 加 は 期 待 で き

な い 。 た だ 、 高 齢 化 に よ る 老 眼 鏡 市 場 が 拡 大 す る こ と

が 予 想 さ れ 、 老 眼 鏡 市 場 の 取 り 込 み が 重 要 な 課 題 と な

っ て い る 。 ま た 、 眼 鏡 の フ ァ ッ シ ョ ン 化 や 消 費 者 ニ ー

ズ が 多 様 化 し て い る 環 境 に あ わ せ て 、 よ り 一 層 、 売 れ

筋 商 品 を 的 確 に 把 握 し 、 小 売 店 に 提 案 し て い く 必 要 が

あ る 。そ し て 、従 来 、眼 鏡 卸 売 業 が 扱 っ て き た 望 遠 鏡 、

双 眼 鏡 、 ル ー ペ 、 サ ン グ ラ ス な ど 、 大 型 家 電 量 販 店 や

ホ ー ム セ ン タ ー に 市 場 を 奪 わ れ た 商 品 を 取 り 戻 す た め

の 努 力 が 検 討 さ れ て い る 。  

（ 田 中  智 泰 ）  
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眼鏡関連統計（全国、大阪府）

全国実数 増減率 大阪府実数 増減率
（百万円） （％） （百万円） （％）

平成11年 209,108 ―
12年 208,255 -0.4 ― ―
13年 191,065 -8.3 ― ―
14年 176,834 -7.4 81,317 ―
15年 151,920 -14.1 ― ―
16年 ― ― 77,095 -5.2

全国実数 増減率 全国指数 増減率
（百万円） （％） （平成12年＝100） （％）

平成11年 11,883 100.8
12年 9,945 -16.3 100.0 -0.8
13年 8,342 -16.1 98.8 -1.2
14年 7,588 -9.0 97.7 -1.1
15年 8,393 10.6 97.5 -0.2
16年 8,198 -2.3 98.3 0.8

資料：経済産業省『工業統計表』、産業編、
     大阪府統計課『大阪の商業』、総務省『家計調査年報』、
　　『消費者物価指数年報』。
注：製造品出荷額等は従業者数４人以上の事業所、
    家計支出額は１世帯当たり支出額である。

家計支出額
眼鏡

消費者物価指数

眼鏡（枠を含む） 時計・眼鏡・光学機械
製造品出荷額等 小売販売額

 

 

眼鏡輸入額の推移（全国）

（百万円） 前年比 （百万円） 前年比 構成比
平成12年 13,179 5,227 39.7

13年 14,577 110.6 7,510 143.7 51.5
14年 15,767 108.2 9,049 120.5 57.4
15年 12,911 81.9 6,877 76.0 53.3
16年 13,248 102.6 7,417 107.8 56.0
17年 15,160 114.4 9,401 126.8 62.0

（百万円） 前年比 （百万円） 前年比 構成比
平成12年 15,248 4,641 30.4

13年 19,637 128.8 6,631 142.9 33.8
14年 19,905 101.4 6,369 96.1 32.0
15年 17,873 89.8 5,646 88.6 31.6
16年 17,531 98.1 6,095 108.0 34.8
17年 17,866 101.9 6,461 106.0 36.2

資料：財務省『貿易統計』

合計

合計

フレーム・部分品

矯正用・保護用眼鏡

うち中国

うち中国

 

 


